
２
０
１
９
年
４
月
、
旧
飯
塚

市
・
桂
川
町
衛
生
施
設
組
合
と

旧
ふ
く
お
か
県
央
環
境
施
設
組

合
が
統
合
し
、
新
た
な
ふ
く
お

か
県
央
環
境
広
域
施
設
組
合
を

設
立
し
た
。

旧
一
部
事
務
組
合
が
管
理
運

営
し
て
い
た
環
境
施
設
等
の
集

約
と
、
飯
塚
市
、
嘉
麻
市
に
よ

る
直
営
施
設
が
無
償
貸
与
に
て

当
組
合
へ
移
管
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
一
元
的
に
管
理
運
営
を

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
早
期
見

直
し
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
ご

み
処
理
施
設
を
再
編
し
、
新
規

施
設
の
建
設
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た

２
０
１
９
年
時
点
で
、
管
内

の
環
境
施
設
の
開
設
と
経
過
年

数
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。

ご
み
処
理
施
設
の
耐
用
年
数

は
、
20
年
か
ら
25
年
と
さ
れ
て

お
り
、
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
大
牟
田
市
の
ご
み
燃

料
化
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
終
了

が
決
定
し
て
い
て
ご
み
燃
料
化

セ
ン
タ
ー
を
ど
う
す
る
か
判
断

す
る
必
要
が
生
じ
て
い
た
。

以
上
の
経
過
か
ら
、
別
表
の

よ
う
に
30
年
に
再
編
・
集
約
を

行
な
う
計
画
を
立
て
た
。

同
施
設
建
設
候
補
地
は
、
桂

川
町
ご
み
焼
却
場
の
桂
苑
隣
接

地
（
九
郎
原
地
区
）
で
調
整
中
。

現
在
、
焼
却
用
プ
ラ
ン
タ
ー

施
設
建
設
の
概
算
費
用
約
３
７

１
億
円
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
地
元
対
策
費
、
用
地

買
収
費
、
道
路
整
備
や
造
成
工

事
費
等
の
経
費
も
必
要
と
な
る
。

田
川
郡
内
で
計
画
さ
れ
て
い
る

同
様
施
設
は
、
総
工
費
６
０
０

億
円
規
模
で
あ
る
。
仮
に
新
施

設
を
同
規
模
と
す
れ
ば
、
国
の

交
付
金
を
除
く
地
元
負
担
は
、

70
％
の
約
４
２
０
億
円
と
な
る
。

２
市
１
町
の
人
口
割
で
計
算

す
る
と
、
嘉
麻
市
の
負
担
額
は

約
90
億
円
で
あ
る
。
過
疎
債
適

用
を
想
定
し
て
い
る
が
、
償
還

額
は
３
割
の
約
27
億
円
と
な
る
。

12
年
で
償
還
す
る
と
し
て
、
毎

年
約
２
億
２
５
０
０
万
円
の
支

出
に
な
る
。
22
年
度
決
算
で
は
、

１
０
２
・
５
％
の
経
常
収
支
比

率
だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
膨
ら
ん

で
く
る
計
算
だ
。
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田
中
よ
し
ゆ
き

議会報告
後援会ニュース

2023年12月号

№62

編集発行人

嘉麻市議会議員

田中 義幸

１
面

ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
計
画

２
面

国
保
税
改
定
・
行
財
政
改
革

３
面

補
正
予
算
第
６
・
８
号

４
面

議
案
審
議
・
高
校
生
議
会
他

郵
便
受
け
に
勝
手
に
投
函
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

議
会
報
告
書
を
不
要
な
お
方
は
、

郵
便
受
け
付
近
に
置
い
て
い
て
く

だ
さ
い
。
次
回
回
収
し
以
降
は
投

函
い
た
し
ま
せ
ん
。

ごみ処理施設建設371億円超
建設計画している新ごみ処理施設はプランター建設費のみで371億円

用地買収や造成工事そして地元対策費を含めると総工費約600億円規模か

ゴ
ミ
焼
却
場
建
設
計
画

嘉
麻
市
の
負
担
額
は

一
部
事
務
組
合
の
設
立

環
境
施
設
の
一
元
管
理

ご
み
処
理
施
設
再
編

分類 数 施設名 開設年月 経過年数

可燃ごみ
処理施設

４

飯塚市クリーンセンター清掃工場 1998年 4月 21年
桂苑 1994年 4月 25年
嘉麻クリーンセンター 1987年 2月 32年
ごみ燃料化センター 2002年 8月 16年

リサイクル
ごみ
処理施設

３
飯塚市クリーンセンター・リサイクルプラザ 1998年 4月 21年
桂苑（粗大ごみ処理施設） 1994年 4月 25年
リサイクルセンター・リサイクルプラザ 1999年11月 20年

最終処分場 ３
飯塚市クリーンセンター埋立処分場 1998年 4月 21年
嘉麻クリーンセンター最終処分場 2001年 4月 18年
リサイクルセンター・一般廃棄物最終処分場 1999年 4月 20年

し尿
処理施設

４

飯塚市環境センター 1996年 4月 23年
嘉麻浄化センター 1997年 4月 22年
穂波苑 2003年 4月 16年
汚泥再生処理センター 2006年 7月 12年

火葬場 ３
飯塚市斎場 1992年 4月 27年
嘉麻斎場 2017年 1月 3年
筑穂園 1977年 5月 41年

※経過年数は組合設立時（2019年4月時点）の年数

分 類 ～2023年3月末の稼働施設名 2023年4月～ 2030年～
再
編
・
集
約
イ
メ
ー
ジ

可燃ごみ
処理施設

飯塚市クリーンセンター 稼働

可燃ごみ
処理施設
・リサイ
クル施設
に集約

桂苑 稼働

嘉麻クリーンセンター 休止

ごみ燃料化センター 廃止

リサイク
ル施設

飯塚市クリーンセンター・リサイクルプラザ 稼働

桂苑（粗大ごみ処理施設） 稼働

リサイクルセンター・リサイクルプラザ 稼働

人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
市
職

員
等
の
給
与
を
改
定
す
る
議
案
。

全
会
一
致
可
決

今
回
の
改
定
の
趣
旨

【
一
般
職
分
】

給
与
全
部
改
定

勤
勉
手
当
０
・
０
５
月
ア
ッ
プ

期
末
手
当
０
・
０
５
月
ア
ッ
プ

【
特
別
職
と
議
員
分
】

期
末
手
当
０
・
１
月
ア
ッ
プ

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
に
統
合
す
る
議
案
。

反
対
討
論

国
家
が
、
国
民
の

個
人
情
報
を
一
元
管
理
す
る
目

的
が
あ
る
。
カ
ー
ド
の
盗
難
や

紛
失
に
よ
り
、
サ
ギ
や
不
正
受

給
そ
し
て
個
人
情
報
の
漏
洩
も

懸
念
さ
れ
る
。

賛
成
多
数
可
決

足
白
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
に
、
株
式
会
社

嘉
麻
ス
タ
イ
ル
を
選
任
す
る
議

案
。
非
公
募
で
選
考
。
指
定
期

間
は
、
24
年
４
月
１
日
か
ら
29

年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
。

全
会
一
致
可
決

事
故
の
概
要

市
の
公
用
車
が
、

市
道
鷺
迫
井
上
線
を
桑
野
方
面

に
進
行
し
て
い
た
。
そ
の
時
、

井
上
橋
方
面
か
ら
来
た
乗
用
車

が
、
一
旦
停
止
を
せ
ず
に
直
進

し
右
側
面
に
衝
突
し
た
。

場
所

宮
吉
５
６
５
番
地
１

日
時

23
年
８
月
４
日
10
時
頃

和
解
内
容

嘉
麻
市
対
相
手
の

過
失
割
合
は
、
10
対
90
。

賠
償
額

相
手
に
５
万
３
８
６

８
円
を
支
払
う
。

※
稲
築
志
耕
館
高
等
学
校
（
以

下
志
耕
館
校
と
表
記
）
嘉
穂
総

合
高
等
学
校
嘉
麻
市
立
大
隈
城

山
校
（
以
下
城
山
校
と
表
記
）

※
全
生
徒
敬
称
略

要
旨
記
載

議
長

両
名
は
志
耕
館
校
生

立
花
銀
太
・
穂
坂
蓮

１
・
２
番
議
員

志
耕
館
校
生

高
瀬
茉
悠
子
・
松
尾
心

質

①
嘉
麻
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
を
、
文
化
祭
や
イ
ベ
ン
ト

で
販
売
し
た
い
。

答

①
市
の
発
信
を
協
同
で
行

い
た
い
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

製
作
を
協
議
し
た
い
。

３
・
４
番
議
員

城
山
校
生

河
口
太
陽

古
藤
優
真

質

①
２
１
１
号
線
の
歩
道
設

置
を
。
②
農
業
体
験
プ
ラ
ン
。

新
機
就
農
者
支
援
は
。

答

①
上
牛
隈
バ
ス
停
か
ら
商

工
会
迄
建
設
工
事
中
。
②
新
規

就
農
者
に
年
間
１
５
０
万
円
を

３
年
間
支
援
。
飯
塚
地
区
高
校

生
農
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
中
。

５
・
６
番
議
員

志
耕
館
校
生

田
中
麗
広

越
智
一
巴

質

①
街
歩
き
マ
ッ
プ
を
作
っ

て
は
。
②
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
補
助
金
は
。

答

①
協
議
す
る
。
②
原
則
自

己
負
担
で
あ
る
。

７
・
８
番
議
員

志
耕
館
校
生

森
岡
咲
姫
・
守
次
春
香

質

①
私
達
に
で
き
る
、
若
者

が
減
ら
な
い
取
り
組
み
は
。

答

①
市
の
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
拡
散
し
て
ほ
し
い
。

９
・
10
番
議
員

城
山
校
生

鶴
森
未
来
・
式
田
盛
善

質

①
竹
林
の
有
効
活
用
は
。

答

①
粉
砕
し
、
カ
ブ
ト
ム
シ

の
餌
に
も
使
っ
て
い
る
。

11
・
12
番
議
員

志
耕
館
校
生

山
本
蒼
・
平
蒼
浪

質

①
市
バ
ス
の
市
外
料
金
を

安
く
し
て
。
②
割
引
制
度
は
。

答

①
で
き
な
い
。
②
回
数
券

割
を
利
用
す
れ
ば
割
安
に
な
る
。

13
・
14
番
議
員

志
耕
館
校
生

財
前
克
己
・
大
谷
姫
星

質

①
山
野
運
動
公
園
の
除
草

を
。
②
落
書
き
が
あ
る
。
③
学

校
看
板
の
再
塗
装
を
。

答

①
定
期
的
に
お
こ
な
っ
て

い
る
。
②
現
地
確
認
し
警
察
に

被
害
届
を
出
す
。
③
県
に
要
請

す
る
。

中
山
間
地
農
業
振
興

質

補
助
事
業
で
導
入
し
た
農

業
機
械
を
、
個
人
が
保
管
し
、

そ
の
農
家
の
み
が
使
っ
て
い
る

場
合
、
共
同
利
用
と
な
る
か
。

答

総
会
資
料
、
日
誌
や
領
収

書
等
で
確
認
し
て
い
る
。

質

回
答
の
焦
点
が
合
っ
て
い

な
い
。
農
作
業
受
委
託
契
約
の

内
容
を
尋
ね
る
。

答

賃
借
権
及
び
使
用
貸
借
権

を
設
定
せ
ず
、
農
作
業
を
委
託

す
る
制
度
だ
。
ま
た
、
委
託
者

が
営
農
計
画
を
し
、
作
業
の
対

価
を
支
払
う
も
の
だ
。

質

行
政
の
関
与
は
。

答

効
率
的
な
受
委
託
が
行
わ

れ
る
よ
う
指
導
を
す
る
。

質

委
託
者
が
死
亡
し
、
相
続

人
と
の
間
に
受
委
託
契
約
を
し

て
い
な
い
場
合
は
ど
う
な
る
か
。

答

闇
耕
作
に
な
る
。

質

あ
る
中
山
間
地
組
合
の
組

合
員
が
、
利
用
権
設
定
を
し
て

い
な
い
の
に
５
年
前
か
ら
中
山

間
地
域
直
接
支
払
交
付
金
が
振

り
込
ま
れ
て
い
る
。
同
組
合
と

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
件
に

つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た
か
。

答

あ
っ
た
。
組
合
と
協
議
し
、

問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質

組
合
が
、
名
前
を
間
違
っ

て
申
請
し
た
の
で
は
な
い
か
。

答

組
合
に
、
注
意
喚
起
の
文

書
を
出
し
て
い
る
。

環
境
問
題

質

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
概

念
と
、
規
制
状
況
を
問
う
。

答

半
導
体
製
造
や
メ
ッ
キ
処

理
及
び
泡
消
火
剤
に
使
用
さ
れ

て
い
た
。
２
０
１
０
年
度
第
１

種
特
定
化
合
物
に
指
定
さ
れ
、

製
造
・
輸
入
を
禁
止
し
て
い
る
。

発
が
ん
性
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

質

市
に
お
け
る
実
態
調
査
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

水
道
課
は
、
20
年
か
ら
国

の
水
質
管
理
項
目
に
定
め
ら
れ
、

検
査
し
て
い
る
。

環
境
課
は
、
現
在
行
っ
て
い

な
い
。
前
向
き
に
検
討
す
る
。

公
用
車
同
乗

質

某
議
員
の
公
用
車
同
乗
に

つ
い
て
、
88
回
か
ら
１
２
４
回

と
あ
る
。
な
ぜ
「
か
ら
」
か
。

答

記
憶
に
よ
る
聞
き
取
り
調

査
で
、
あ
い
ま
い
な
表
現
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
運
転
日
誌
に

同
乗
者
氏
名
を
記
入
す
る
。

※
他
に
空
き
地
管
理
等
を
質
問
。
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給
与
改
定

第
６
回
高
校
生
議
会

事
故
報
告

議
案
審
議

特別職等の効果額
適 用 影響額 （単位：円）
市 長 765,000×1.2×0.1月＝91,800
副市長 619,200×1.2×0.1月＝74,304
教育長 576,600×1.2×0.1月＝69,192
議 長 432,000×1.2×0.1月＝51,840
副議長 389,000×1.2×0.1月＝46,680
議 員 370,000×1.2×0.1月＝44,400

健
康
保
険
証
廃
止
へ

非
公
募
で
管
理
者
指
定

23
年
11
月
８
日
に
開
催

学
生
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
課
題

解
決
策
を
提
言

一
般
質
問



市
の
国
民
健
康
保
険
税

賦
課
形
式
を
、
４
方
式

（
所
得
割
、
資
産
割
、
均

等
割
、
平
等
割
）
か
ら
、

資
産
割
を
除
い
た
３
方
式

に
変
更
す
る
議
案
。

全
会
一
致
可
決

福
岡
県
内
で
は
、
国
保

税
の
賦
課
方
式
を
４
方
式

に
し
て
い
る
の
は
、
宮
若

市
、
大
木
町
、
広
川
町
、

赤
村
そ
し
て
嘉
麻
市
の
５

市
町
村
で
あ
る
。

国
保
税
の
賦
課
方
式
に

資
産
割
を
採
用
す
る
場
合
、

二
重
課
税
の
批
判
が
あ
っ

た
。こ

の
こ
と
に
よ
り
市
の

国
保
協
議
会
は
、
19
年
度

に
資
産
割
を
廃
止
す
べ
く

答
申
し
て
い
た
が
、
市
は
、

実
施
を
渋
っ
て
い
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
年

税
額
は
、
基
礎
課
税
額

（
医
療
保
険
分
）
と
後
期

高
齢
支
援
金
等
課
税
額

（
支
援
金
）
そ
し
て
介
護

納
付
金
課
税
額
（
介
護
保

険
料
）
の
合
算
額
で
あ
る
。

12
月
議
会
で
行
財
政
特
別
委

員
会
が
開
か
れ
、
市
は
、
23
年

12
月
時
点
で
の
財
政
計
画
見
直

し
案
を
提
出
し
た
。

見
直
し
案
概
要

１
．
人
件
費
の
見
直
し
を
計
上

（
定
年
延
長
及
び
人
事
院
勧
告

に
よ
る
人
件
費
増
加
を
加
味
）

２
．
義
務
教
育
学
校
施
設
整
備

事
業
の
返
済
額
を
計
上

３
．
小
さ
な
拠
点
施
設
整
備
事

業
、
稲
築
公
民
館
・
図
書
館
建

て
替
え
事
業
、
嘉
穂
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
を
計
上

４
．
工
業
団
地
整
備
事
業
を
計

上５
．
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
建

設
事
業
を
見
込
み
計
上

６
．
そ
の
他
の
投
資
的
経
費
を

計
上

７
．
計
上
し
て
い
な
い
経
費

（
義
務
教
育
学
校
建
設
工
事
紛

争
審
査
会
採
決
に
よ
る
事
業
費

増
額
分
、
災
害
復
旧
費
、
新
た

な
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
の

関
連
事
業
＝
搬
入
道
路
、
水
路

等
、
地
域
振
興
経
費
な
ど
）

【
説
明
】
22
年
度
か
ら
基
金
を

繰
り
入
れ
て
い
る
。
パ
タ
ー
ン

Ａ
で
は
、
33
年
度
以
降
基
金
が

底
を
つ
き
市
は
倒
産
状
態
に
。
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国
保
税
資
産
割
を
廃
止

３
方
式
に
変
更

大
幅
ア
ッ
プ
の
世
帯
も

2024（R6）年度以降の税率案 （単位：円）
医療保険分 支援金 介護保険料 合計

所得割 8.5％ 3.5％ 1.5％ 13.5％
均等割 20,000→23,000 6,500→7,500 10,500→12,000 37,000→42,500
平等割 23,000→26,500 6,500→7,500 29,500→34,000

世帯別シュミレーション（固定資産税なし） （単位：円）

世帯 収入内訳（世帯） 加入者 軽減 現税額 新税額 差額（年額）

1人 所得0円 70歳主 7割 16,800 19,300 ＋ 2,500

2人 所得0円 45歳主、15歳子 7割 27,800 32,000 ＋ 4,200

3人 所得210万円 45歳、15歳子、10歳子 なし 344,800 362,800 ＋ 18,000

4人 所得400万円 45歳主、40歳妻、15歳子、10歳子 なし 638,300 661,800 ＋ 23,500

パターンＡ収支見込額 2～6の事業を行なった場合の指数 2033年度累積赤字額：54億4500万円 （単位：百万円）

年 度 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

歳 入 27,028 25,800 23,744 25,498 25,377 24,217 22,578 22,371 22,352 22,263

歳 出 27,257 26,034 24,208 25,937 25,867 24,708 23,095 23,105 23,242 23,226

収 支 ▲230 ▲233 ▲465 ▲438 ▲489 ▲490 ▲515 ▲734 ▲889 ▲962

パターンＡの基金繰入れ見込額 （単位：百万円）

年 度 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

財政調整基金 78 889 962

減債基金 230 233 265 238 289 290 253

地域振興基金 200 200 200 200 262 656

パターンＡの基金残高見込額 （単位：百万円）

年 度 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

財政調整基金 3,222 3,222 3,222 3,222 3,222 3,222 3,222 3,144 2,255 1,293

減債基金 1,568 1,335 1,070 832 543 253

地域振興基金 1,718 1,718 1,518 1,318 1,118 918 656

行
財
政
改
革
委
員
会

パターンＢの収支見込額 2～6までの事業を全て行わない場合の指数 2033年度迄の収支額 ＋7億2200万円 （単位：百万円）

年 度 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

歳入合計 23,318 23,222 22,678 22,554 22,403 22,173 21,949 21,577 21,388 21,180

歳出合計 22,977 22,947 22,681 22,454 22,316 22,090 21,850 21,610 21,498 21,305
歳入―歳出 341 276 ▲3 101 89 83 100 ▲32 ▲109 ▲124

基金残高 11,998 11,963 11,928 11,893 11,858 11,823 11,788 11,753 11,718 11,683
財政調整基金 3,222 3,222 3,222 3,222 3,222 3,222 3,222 3,222 3,222 3,222
減債基金 1,798 1,798 1,798 1,798 1,798 1,798 1,798 1,798 1,798 1,798

地域振興基金 1,718 1,718 1,718 1,718 1,718 1,718 1,718 1,718 1,718 1,718
その他の基金 5,259 5,224 5,189 5,154 5,119 5,084 5,049 5,014 4,979 4,944

１
億
１
８
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
が
当

初
予
算
の
４
億
円
を
超
え
る
た

め
、
経
費
を
増
額
す
る
。

意
見

ふ
る
さ
と
納
税
の
経
費

が
見
直
さ
れ
、
返
礼
品
は
３
割

以
内
と
な
る
。
今
回
全
国
的
に

駆
け
込
み
需
要
で
、
大
幅
に
増

額
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

に
依
存
す
る
の
は
、
将
来
的
に

不
安
定
要
素
が
あ
る
。

専
決
議
案
で
全
会
一
致
承
認

１
８
８
１
千
円

住
民
票
等
の
記
載
事
項
に
、

氏
名
の
振
り
仮
名
を
追
加
す
る

等
の
措
置
を
講
じ
る
法
律
改
正

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
利
用
し

コ
ン
ビ
ニ
等
で
、
各
種
証
明
書

が
取
得
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム

を
改
修
す
る
業
務
委
託
経
費
。

取
得
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

・
戸
籍
謄
本

・
戸
籍
抄
本

・
戸
籍
の
附
票

３
６
４
１
千
円

現
在
、
定
期
券
等
購
入
経
費

の
５
割
を
補
助
し
て
い
る
が
、

申
請
者
増
に
よ
り
補
正
を
す
る

氏
名
の
振
り
仮
名
及
び
ロ
ー

マ
字
表
記
を
行
う
た
め
、
シ
ス

テ
ム
を
改
修
す
る
委
託
経
費
。

①
住
民
票
等
に
対
応
し
た
経
費

５
２
２
万
１
千
円

②
戸
籍
の
附
票
に
対
応
し
た
経
費

１
６
２
万
８
千
円

③
戸
籍
に
対
応
し
た
経
費

４
０
２
万
６
千
円

１
億
２
７
３
９
万
３
千
円

重
度
訪
問
介
護
費
等
の
、
利

用
件
数
及
び
時
間
等
が
増
加
。

１
８
９
万
２
千
円

稲
築
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
、
施

設
老
朽
化
に
よ
る
不
具
合
を
改

修
す
る
。
地
下
式
重
油
タ
ン
ク

が
漏
洩
し
、
地
上
式
に
す
る
工

事
と
付
帯
工
事
経
費
。

４
５
５
万
９
千
円

ふ
る
さ
と
交
流
館
な
つ
き
の

湯
の
、
サ
ウ
ナ
水
風
呂
の
温
度

管
理
ユ
ニ
ッ
ト
等
を
交
換
す
る
。

児
童
１
人
に
５
万
円
を
給
付

す
る
事
業
。

①
ひ
と
り
親
世
帯
分

給
付
対
象
児
童
数
が
、
35
人

増
え
１
１
３
８
人
に
な
る
見
込
。

１
７
５
万
円

②
そ
の
他
低
所
得
者
の
子
育
て

世
帯
分

給
付
対
象
児
童
数
が
、
43
人

増
加
し
７
９
９
人
に
な
る
見
込
。

２
１
５
万
円

３
６
３
万
５
千
円

23
年
度
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

被
災
し
た
嘉
穂
才
田
の
イ
チ
ゴ

農
業
者
を
支
援
す
る
。

18
万
１
千
円

23
年
度
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

土
砂
流
入
や
園
地
の
崩
壊
等
の

被
害
を
受
け
た
、
嘉
穂
才
田
の

園
芸
農
家
を
支
援
す
る
。

56
万
７
千
円

新
規
就
農
者
（
下
山
田
地
区
）

に
、
機
械
・
施
設
導
入
等
経
費

の
一
部
を
支
援
す
る
。

導
入
機
械
は
、
管
理
機
で
事

業
費
の
４
分
の
３
を
補
助
す
る
。

４
３
０
万
円

尾
浦
川
河
川
整
備
工
事
に
伴

い
、
周
辺
建
物
等
の
被
害
を
調

査
し
た
。
そ
の
結
果
、
被
害
が

認
め
ら
れ
た
権
利
者
に
、
別
表

の
補
償
金
を
支
払
う
。

補
正
予
算
案
第
８
号
は

全
会
一
致
可
決

食
育
基
本
法
、
学
校
給
食
法

第
１
条
及
び
日
本
国
憲
法
第
26

条
に
基
づ
き
、
学
校
給
食
は
無

償
と
す
べ
き
で
あ
り
国
の
責
任

で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

全
会
一
致
可
決
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補
正
予
算
案
第
６
・
８
号

ふ
る
さ
と
納
税

以
下
は
、
補
正
予
算
案
第
８
号

住
民
票
コ
ン
ビ
ニ
交
付

通
学
等
補
助
金
の
増
額

利用状況 各年度10月末での実績
項 目 2021年度 2022年度 2023年度
利用者数 371人 445人 486人
交付決定額 1091万円 1353万円 1606万円

2021年、2022年度実績と2023年度見込数
項 目 2021年度 2022年度 2023年度
利用者数 462人 538人 619人
交付決定額 1924万円 2386万円 2751万円

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
仮
名
入
力

障
害
者
自
立
支
援
事
業

福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
費

な
つ
き
の
湯
改
修
工
事

子
育
て
世
帯
給
付
金

災
害
復
旧
支
援
事
業

被
災
園
芸
農
家
支
援

新
規
就
農
者
支
援

家
屋
補
償
金

家屋補償件数 木造建物 4件

番号 構造用途 延面積（㎡） 補償額（円）

1 木造２階建併用住宅 150.67 3,762,551

2 木造平屋建専用住宅 42.86 253,231

3 木造平屋建専用住宅 38.30 122,940

4 木造平屋建専用住宅 46.37 160,957

合計 ― ― 4,299,679

尾
浦
川
工
事
現
場

学
校
給
食
無
償
化
の

早
期
実
現
を
求
め
る

意

見

書

案
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